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札幌市議会議員（西区）
さ だ   も り

議会デビュー！市民の声を市政に届けました！
中小企業・フリーランスに影響のある

 インボイス制度の問題点について発言！
6月12日より定例会（7月11日迄）が始まりま

した。本会議終了後に行われた財政市民委員会
にて、「インボイス制度の中止・延期を求める
意見書提出の請願」について審議をしました。

私からは事務負担の軽減について質問し、制
度に対する懸念を述ました。議員としての初質
問でした。継続審議を求める委員が多数で、残
念ながら意見書提出とはなりませんでした。

調査特別委員会での定森ひかるの主張が 
国への要望内容に反映されました！

大都市税財政制度・ＤＸ推進調査特別委員会の
1回目が6月13日に行なわれました。指定都市市
長・議長が国に対して要望する事項（白本）、札
幌市独自で国に要望する事項について議論しまし
た。私からは後者の事項について、障がい福祉分
野における人材不足について要望すべきと述べ、
要望内容を修正するとの答弁を得ることができま
した！

定森ひかるプロフィール
1986年 名古屋市生まれ、高校生の時に北海道へ自転車旅行／2009年 北海道大学農学部 卒業・名古屋の岡谷
鋼機(株)入社／2012年 NPO法人ささしまサポートセンター 入職 ／2016年 NPO法人北海道NPOサポートセ
ンター 入職／2023年 大島かおる市議の後継として初挑戦して当選
高齢者共同生活館ほしの里（発寒）の運営、西区で保護司としても活動
趣味は登山・道内旅行・歴史・読書。絶景をみるのが大好き。愛知県半田市出身の妻と二人暮らし。
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西区にある社会福祉法人札幌この実会に会派の新人
3人で視察にいきました。50年以上前から障害のある
方が地域で暮らすための住まいを運営している団体で
す。親や当事者の高齢化の問題、人材不足などの課題
について聞かせて頂き、調査特別委員会での質問に反
映しました。

障がい福祉分野の課題を伺いました！

5月13日「琴似発寒川の一斉
清掃」、6月3日の「花いっぱい
運動」に参加しました。住民の
力によって西区の魅力が保たれ
ているのだと実感しました。山
の手住民の一員として私も町内
会活動頑張ります。

町内会活動にも参加しています サポーター募集中！
活動報告やイベン
ト等の案内を定期
発信します

HP・SNSもご登録ください！
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地域でも様々な活動をしています

地方自治体の国政参加権 －意見書と要望活動－
6月12日の財政市民委員会で審議した市民からの請願は、国への「意見書」提出を求めるもの
でした。地方自治体の議会は、地方自治法第99条の規定に基づいて、国会や関係省庁に「意見
書」を提出することができます。2022年の1年間に札幌市議会は地方財政や公共交通事業者支援
の拡充など40の意見書を提出し、札幌市議会としての立場を国に表明しています。6月13日の調
査特別委員会で議論をした政令指定都市会や札幌市による国への要望事項も意見表明の手段の
一つといえます。
地方としての意見を国に反映させる権能を「国政参加権」というようです。民主党政権は

「国と地方の協議の場に関する法律」を2010年に成立し、「国政参加権」を進展させました。
これは民主党政権の成果の一つだと言われています。
地方自治体が担う事業の多くは国の制度と関係をしています。地方議会は自らの
自治体だけでなく国に対しても住民の声を反映できるよう働きかける役割がある、
そのことを実感した6月の定例会ででした。
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地方議会の役割を考える
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